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差異が見られる。牌においては 2時間で最高のカウント
に達し，後，徐々に下がって行くが，リンパ節では段々に
上がっていく。どこのリンパ節も，単位重量あたりのカ
ウントはほとんど等しい， Salmonella enteritidisで抗
原刺激をすると， 1 mgでは大した変化が見られないが， 
5mgの大量ではリンパ節の副皮質， PCVの小リンパ
球が 6時間で著減し， 24時間でもとにもどるのが見られ
る。 BSAを大量に使い同様な現象が報告されている。
リンパ球のリンパ節内での動きを見ると，早期(10分)に 
PCVの腔内，壁内に出現し， 徐々に副皮質，櫨胞周囲
から中間部の洞へ移動して行くのがわかる。 Salmonella 
enteritidis で感作した動物でも大体同様のことが見ら
れるが，注入されたリンパ球が，皮質部の洞内に出現す
るのは対照群には見られない現象であった。牌において
は，中心動脈周囲に標識されたリンパ球が出現すること
が観察された。
つぎに新生児期に抗リンパ球血清投与を受けた動物の
リンパ組織の変化を見た。対照として，抗肝血清の投与
をした動物を使った。抗リンパ球血清投与開始後 2，. 6 
時間で末柏、血のリンパ球の減少が見られる。これらの動
物の生長は対照群に比べて遅れる。やがて，胸腺が縮少
し， リンパ節の副皮質のリンパ球が著滅する。この時，
髄質や，被膜直下の細胞は残っているが，力価の高い抗
血清を用いると， リンパ系の細胞が全く消失し，細網細
胞だけのリンパ節になってしまう。 PCVは，特長ある
構造を示すが，小リンパ球はそこから消失している。ま 
J た，内皮細胞の細胞内小器管の発達も悪くなっている。
また，こういう動物では骨髄もやられて低形成になって
おり， リンパ節の髄質には正常では見られない髄外造血
巣が見られる。抗リンパ球血清のこの作用は， リンパ球
で吸収して，抗リンパ球作用をなくさないと消えない。
この荒廃した状態からの回復を見ると，まず，皮質部
にパラパラと小リンパ球が出現しやがてその中に一次鴻
が出現し，つぎ、に二次櫨胞が出現してきた。
※最後に走査電子顕微鏡でとらえた， リンパ節の構造
の写真が数枚写された。
(篠原信賢)
二次変性を起こした神経終末における synapticvesicles について 
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二次変性を起こした神経終末の電顕像 (Guillery， 
1970)勺こは，これまで 2種類が報告されている。その1)
は終末内に細線維が増殖し， mitochondriaなどは一方
に偏在する白brousdegeneration type，2)は終末の基
質の電子密度が増強し，暗調となる densedegenera-
tion typeである。 1)は変性初期， 2)は変性後期にみら
れるとか， 1)は可逆的反応にすぎず， 2)が本当の変性像
であるという研究者もいる。しかし，海馬の正常電顕像
でも，鉛を含む neuronの終末は電子密度が高いとい
う報告 (Ibataand Otsuka，1968)5)，正常視床核の一
部では電子密度の高い終末が，変性時より多い頻度にみ
られ， これを darkneuronの終末とする者 (Cohen 
and Pappas，1969)1りあるいは，後根切断後， 脊髄内
の二次変性像では，電子密度の低い明るい終末がグリヤ
細胞に貧食されているという観察 (Conradi，1969)2)か
ら，終末部の電子密度の増強が，変性像の必要十分条件
であると必ずしも断言できなくなっている。 
Szen tagothaiら(1966)1)は，ネコの網膜破壊後，外側
膝状体を電顕で観察し，終末の電子密度が増す以前に，
持東大脳研
synaptic vesiclesの大きさが大小不同となることを報
告した。また， Cuenodら (1970)勺ま，ハトの網膜破壊
後の視蓋で，変性初期に大形の synapticvesiclesが出
現してくることを確認した。
演者 (Kawana，Akert and Bruppacher)6)は， ラッ
トを用いて，大脳皮質を広範に破壊した後， Nucl.cauda-
tusでの変性終末中の synapticvesiclesの大きさの変
化について検索した。正常ラットの Nucl.caudatusの
神経終末には，偏平化された synapticvesiclesと球形
の vesiclesの混在するもの (F型)と，球形 vesicles
をもつもの (S型)が認められた。パノラマ的に得られ
たほぼ 200個位の神経終末より， 18個以上の synaptic 
vesiclesを含む S型終末を選び出し，その synaptic 
vesiclesの直径のひとつの終末での平均値を求め，平均
値による終末の分布曲線を作ると， 390Aと 460，.470A
のところにピークが現われた。このピークをもとにして 
S型終末は小形の vesiclesをもつら型と大形の vesi・ 
clesをもっ SL型の二亜型にわけられる。 Ss型の終
末の vesiclesの直径の分布曲線をつくると，その range 
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は325から 625Aであり，ピークは 400Aにみとめら
れた。これに対して， SL型の vesiclesの直径は 325か
ら 625λ の聞にみとめられ， rangeは Ss型のそれと一
致していたが， ピークは 500Aであった。後シナプス要
素をみると， F型終末は樹状突起と胞体， S型終末は樹
状突起の側核 (spine)と樹状突起，一部胞体とシナプス 
結合を有Lていた。 Ss型終末と SL型終末との後シナ
プス要素には差異は認められなかった。
つぎ、に，大脳皮質を広範に破壊し，術後 5時間から 30
日間にわたる Nucl.caudatusにおける終末中のvesicles
の変化について検索した。術後 5時間で，正常では全く
認められなかった 1000，._1200Aにも達する大形の vesi・ 
clesを含む終末が出現していた。正常の終末では認め得
なかった 650A以上の vesiclesをもっ終末を SE型終
末とし，その vesiclesの直径の分布曲線を作ると， 400 
Aにピークが認められ，その rangeは 325，._1000Aと
広がっている。 SE型終末が二次変性の結果出現し，そ
のもともとの終末の型を検索するために，正常例，実験
例における Nucl.caudatus中の神経終末の各型の出現
頻度の変化を調べた(下表)。
終末数 Ss型 SL型 SE型 D型 F型
正常例 152 86% 9% 。%0% 5% 
正常例 187 81 7 。。 12 
術後 2日 180 57 7 18 5 13 
術後 7日 179 54 7 3 20 16 
SL型， F型終末は，正常例，実験例を通して変動は
みられず，大脳皮質以外に起源をもっ求心性線維の終末
か，介在ニューロンの終末と推定される。実験例では術
後 2日目に Ss型が減少し， SE型， D型(電子密度の
高い暗い終末で，グリヤ細胞に貧食されているもの)が
出現し，術後 7日目では SE型が減少して D型が大き
く増加している。従って，損傷を受けた Ss型終末は巨
大な vesiclesをもつら型終末に移行し，ついで順次
電子密度の高い D 型終末へと変性していくものと思わ
れる。実験例でもら型終末が依然として残存している
のは，大脳皮質の破壊が十分ではなかったためか，ある
いは，ほかの起源をもっ線維終末か介在ニューロンの終 
末で Ss型をとるものが混在していたためか，明確な断
定は下せなかった。
(なお本要旨は川名先生のと校聞を経たものです)
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